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NY マーケットレポート（2016 年 6 月 7 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米非農業部門労働生産性が、2四半期連続のマイナスとなったことや、IBD/TIPP 景気楽観指数が前月か

ら低下したことを受けて、ドルは軟調な動きとなった。また、米 FRB が追加利上げを先送りするとの観測が強まったことで米国の債券

が買われ、利回りが低下したことから、日米の金利差縮小が意識され、ドル売り・円買いが優勢となった。円は主要通貨に対して上昇

となり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。一方、ドルは主要通貨と新興国通貨に対して軟調な動きとなった。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

21：00 

ドル/円 107.74  ユーロ/円 122.22  ユーロ/ドル 1.1347 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6302.66 +29.26 
ダウ 

先物ミニ 
17964 +49 

仏 CAC40 4481.87 +58.49 
S&P 

500 ミニ 
2112.75 +4.50 

独 DAX 10302.69 +181.61 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4534.50 +9.00 

出所：SBILM 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1Q 米非農業部門労働生産性（前期比年率） -0.6％（予想 -0.6%・前回 -1.0%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪非農業部門労働生産性指数 ≫ 

（前期比、年率％）       1-3・・10-12・・7-9・・4-6・・1-3 

非農業部門労働生産性指数・・・-0.6・・-1.7・・ 2.0・・3.1・・-0.8 

生産・・・・・・・・・・・・・ 0.9・・ 1.5・・ 1.8・・5.1・・ 0.5 

労働総投入量・・・・・・・・・ 1.5・・ 3.3・・-0.2・・1.9・・ 1.3 

時間あたり給与・・・・・・・・ 3.9・・ 3.6・・ 2.3・・5.2・・ 1.8 

実質給与・・・・・・・・・・・ 4.2・・ 2.7・・ 1.0・・2.6・・ 4.8 

単位あたり労働コスト・・・・・ 4.5・・ 5.4・・ 0.4・・2.0・・ 2.6 

単位あたり非労働コスト・・・・-5.4・・-5.0・・ 1.9・・2.8・・-2.3 

価格指数・・・・・・・・・・・ 0.3・・ 0.5・・ 0.9・・2.3・・ 0.5 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17976.63 +56.30 

ナスダック 4969.83 +1.12 

出所：SBILM 

 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月米 IBD/TIPP 景気楽観指数 48.2（予想 48.2・前回 48.7） 

 

 

指標結果データ 

≪IBD/TIPP 景気楽観指数≫ 

          6 月・・5月・・4月・・3月・・2月・・1月 

景気楽観指数・・・・48.2・・48.7・・46.3・・46.8・・47.8・・47.3 

半年先の景気先行・・43.6・・43.5・・40.6・・41.2・・42.5・・42.9 

資金繰り見通し・・・57.7・・61.1・・58.1・・58.1・・58.0・・58.2 

政府の政策信頼度・・43.3・・41.6・・40.3・・41.2・・42.8・・40.7 

 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月カナダ Ivey 購買部協会指数 49.4（予想 51.0・前回 53.1） 
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出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月メキシコ外貨準備（週次） 1773.00 億 USD（前回 1769.94 億 USD） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、原油相場の上昇を好感し、主要株価は堅調な動きが続いている。米ダウ平均株価は、石油関連を中心に上昇してお

り、約 1ヵ月ぶりの高値となる節目の 18000 ドルに迫る動きとなってた。 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）2016 年 1-3 月期の米非農業部門労働生産性の確定値は、年率換算で前期比-0.6％となり、速報値の-1.0％からマイナス幅が縮小

したものの、2四半期連続のマイナスとなった。生産の増加を労働時間の伸びが上回ったことで生産性が低下したことが要因となった。

前年同期比では+0.7％となり、2015 年 4-6 月期以来の大きな伸びとなった。 

 

 ①賃金の指標である単位労働コストは、前期比+4.5％と速報値の 4.1％から上方修正、前年同期比では+3.0％で 2014 年 1-3 月期以来

の高水準となった。 

 

 ②労働生産性では、前期比で生産が+0.9％（前年同期比+2.3％）労働時間は+1.5％（+1.6％）、時間当たりの労働報酬は名目ベースで

前期比+3.9％と 2015 年 4－6 月期以来大きく伸び、前年同期比は+3.3％となった。物価動向を考慮した実質ベースでは前期比+4.2％と

2015 年 1-3 月期以来の高水準、前年同期比では+2.6％となった。 

 

 ③製造業の生産性は、前期比+1.3％、生産が+0.6％、労働時間は-0.7％となった。 

 

 

（2）6月の米 IBD/TIPP 景気楽観指数は 48.2 と前月から 0.5 ポイント低下した。そして、節目の 50 を 14 ヵ月連続で下回った。構成指

数では、向こう半年の景気が 43.6（前月 43.5）、連邦政府の政策信頼度が 43.3（41.6）と前月を上回ったものの、資金繰り見通しは 57.7

（61.1）と低下した。IBD/TIPP 指数は、ミシガン大やコンファレンスボードの消費者信頼感指数の先行指標として注目される。50 を上

回ると楽観的と判断する。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6284.53 +11.13 

仏 CAC40 4475.86 +52.48 

独 DAX 10287.68 +166.60 

ストック欧州 600 指数 346.26 +3.85 

ユーロファースト 300 指数 1360.25 +16.06 

スペイン IBEX35 指数 8894.50 +71.00 

イタリア FTSE MIB 指数 17975.49 +350.49 

南ア アフリカ全株指数 54305.73 +314.97 

出所：SBILM 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、原油価格の上昇や米国で緩和的な金融環境が当面続くとの期待を背景に、主要株価は堅調な動きとなった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17987.04（+66.71）、S&P500 2117.23（+7.82） ナスダック 4971.05（-2.33) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米 FRB による早期の追加利上げ観測の後退で、米国債の買いが先行した。ただ、3 年債入札を控えて

様子見ムードも強かった。   

 

午前の利回りは、30 年債が 2.53％（前日 2.56％）、10 年債が 1.71％（1.74％）、7年債が 1.50％（1.53％）、5年債が 1.22％（1.25％）、

3年債が 0.91％（0.94％）、2年債が 0.78％（0.80％）となった。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①イタリア国家統計局は月報を発表、イタリア経済は目先、減速するとの見方を示した。イタリア政府は今年通年の経済成長率の目標

を 1.2％としているが、企業の期待や製造業受注の弱さから、景気先行指数は下向きの動きが続いていると指摘。「足元の成長鈍化を示

唆している」と分析した。イタリア経済は 2015 年初頭、3年に及んだリセッションから脱却。ただ、成長率は低迷しており、現在も勢

いがない。今年第 1・四半期の GDP は、前期比+0.3％となった。 

 

②EU 統計局が発表した第 1・四半期のユーロ圏の域内 GDP 改定値は、前期比+0.6％と 1 年ぶりの大幅な伸びを記録。家計支出と民間投

資が堅調だったことが押し上げ要因となった。前年比では+1.7％となった。4 月に発表された速報値は、前期比+0.6％、前年比+1.6％

だったがその後、前期比+0.5％、前年比+1.5％に下方修正された。家計支出と民間投資以外にも、在庫および公共支出が堅調だった。

一方、輸入は輸出以上に拡大した。国別では、ドイツが前期比+0.7％、フランスが+0.6％、イタリアはが+0.3％。一方、ギリシャは-0.5％

と唯一マイナス成長を記録。なお、アイルランド、ルクセンブルク、マルタの成長率は公表されていない。 

 

③スペイン中銀は、2018 年のスペインの経済成長率を 2.1％と予想した上で、中期的な成長率は徐々に鈍化するとの見方をあらためて

示した。中銀が 2018 年の成長率予想を示すのは初めてで、スペイン中銀は、今年の成長率予想は 2.7％、2017 年は 2.3％で据え置いた。

昨年の成長率は 3.2％だった。中銀は、ユーロ下落と原油安の影響が後退するにつれて成長率も低下すると説明した。中銀は、過半数

を獲得した政党がなかった昨年 12 月の総選挙後の政治的不透明感について、経済政策の停滞で成長に悪影響が及ぶ可能性があると指摘

した。スペインは 6月 26 日に再選挙を行う。 

 

④ECB（欧州中央銀行）が発表した 3 日終了週の ECB とユーロ圏中銀のバランスシートは、前週から 111 億 3000 万ユーロ拡大して、3

兆 0790 億ユーロとなった。 
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2：00 

≪米財務省 3年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・0.930％（前回 0.875％） 

最低落札利回り・・・・0.688％（前回 0.750％） 

最高利回り落札比率・・・97.63％（前回 72.78％） 

応札倍率・・・・・・・・2.79 倍（前回 2.93 倍） 

 

 

3：45  

NY 金は、中心限月が前日比 0.40 ドル安の 1オンス＝1247.00 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.67 ドル高の 1バレル＝50.36 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1247.00 -0.40 

NY 原油 50.36 +0.67 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、欧米株の値上がりで投資家のリスク志向が強まり、比較的安全な資産とされる金を売る動きが先行した。ただ、米国の早期

追加利上げ観測の後退を背景にした買い戻しも入り、引けにかけては下げ幅が縮小した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 
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ＮＹ原油は、8 日に発表される米石油統計で原油在庫が減少するとの予想を手掛かりに、買いが優勢となった。また、ナイジェリア産

原油の供給不安も、引き続き相場を押し上げ、終値ベースでは、昨年 7 月下旬以来約 10 ヵ月半ぶりに 50 ドル台を回復して取引を終了

した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17938.28 +17.95 18003.23 17936.22 

S&P500 種 2112.13 +2.72 2119.22 2110.18 

ナスダック 4961.75 -6.96 4979.38 4960.28 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、堅調な欧州株や原油相場の上昇を好感し、主要株価は序盤から堅調な動きとなった。ただ、終盤には上げ幅を縮小する

動きとなり、ナスダックはマイナス圏まで下落する動きとなった。ダウ平均株価は、一時約 1 ヵ月ぶりの 18000 ドル台乗せとなったも

のの、上値の重い動きが続き、終盤には上げ幅を縮小した。 
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出所：Bloomberg 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 107.36  107.74  107.17  

EUR/JPY 121.95  122.23  121.66  

GBP/JPY 156.10  157.05  155.79  

AUD/JPY 80.06  80.13  79.82  

NZD/JPY 74.94  74.98  74.68  

EUR/USD 1.1359  1.1368  1.1341  

AUD/USD 0.7459  0.7464  0.7431  

出所：SBILM 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米経済指標が懸念の残る内容となったことや、米長期債利回りが低下したことで、ドル売り円買いの動きが優勢とな

り、ドル円・クロス円は軟調な動きとなり、円が主要通貨に対して上昇した。ただ、株価や原油価格の上昇もあり、その後値を戻す動

きが見られたものの、上値の重い動きとなった。 
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出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい

ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害に

ついても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


